
 
 

材料工学委員会・総合工学委員会・環境学委員会合同 

サーキュラーエコノミーのための資源・材料の循環利用検討分科会 

（第 26 期・第 8 回） 

 

 
議 事 要 旨 

 

 
１. 日 時：令和８年９月１８日（金）１１：１５〜１２：１５ 

 

２. 会 場：日本学術会議 第 6-A(1)会議室及びオンライン会議（ハイブリッド開催）  

 

３.出席者：＜現地出席＞笹木圭子（委員長）、森田一樹（副委員長）、岡部徹（幹事）、松八重一代（幹

事）、森口祐一、齊藤 公児、柴田悦郎、所千晴 

      ＜オンライン出席＞馬奈木俊介、安達毅、瀬川浩代、平尾雅彦、松岡由貴、中村崇（特任

連携会員） 

 欠席者：大塚直、井上純哉、岡本秀征、沖部奈緒子、野口貴文、林幸、醍醐市朗（特任連携会員） 

 

４.議題等： 

（１）学術フォーラムの開催 について 

資料１にもとづいて、委員長より学術フォーラムの趣旨および概要が説明された。 

 

（２）意思の表出「報告」公表の報告 

資料２にもとづいて、委員長より、意志の表出の作成経緯と 2026 年 6 月に「報告」と

して公表されたことが報告された。 

 

（３）次期の分科会活動について 

資料３にもとづき、委員長より次期分科会への発展的継続申請の幹事案が説明された。

今期の成果を踏まえて、希少金属資源の循環にフォーカスしたサーキュラーエコノミ

ーを主題とし、現在の 3 分科会合同として分野横断的に、科学技術的課題、社会科学

的課題を審議する分科会を設置する内容で、おおむね合意了承が得られた。今月中に

意見をとりまとめ、材料工学委員長を通して申請することとなった。 

 

（４）その他 

   26 期の本分科会活動を振り返り、委員長および副委員長よりしめくくりのあいさつが

述べられた。 

 

 

以上 


